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飯
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人
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美
保
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中
重
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木
望
隆

長
崎
玲
子

西
山
忠
雄

橋
場
万
里
子

濱
克
洋

丸
川
房
子

森
本
隆
史

山
崎
久
登

山
本
俊
一

謝　

辞

　

都
内
で
最
初
の
公
立
地
域
博
物
館
と
し
て
、
当
館
が
産
声
を
上
げ
て
か
ら
、
は
や
、
五
十
年
と
い
う
歳
月
が
流
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
、
地
域

の
皆
様
、
な
ら
び
に
区
外
の
方
々
か
ら
も
暖
か
い
ご
支
援
と
ご
愛
顧
を
賜
り
、
職
員
一
同
、
そ
れ
を
励
み
に
博
物
館
活
動
を
続
け
て
参
り
ま
し
た
。

殊
に
六
百
余
名
の
方
々
か
ら
は
、
貴
重
な
文
化
財
の
ご
寄
贈
・
ご
寄
託
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
た
く
存
じ
ま
す
。
本
来
で
し
た
ら
、
そ
の

お
一
人
お
一
人
の
ご
芳
名
を
こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
表
す
べ
き
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
紙
面
の
都
合
上
、
謝
辞
の
み
に
て
失
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
な
お
一
層
の
充
実
を
は
か
る
と
と
も
に
、
皆
様
に
愛
さ
れ
続
け
る
地
域
博
物
館
を
目
指
し
、
邁
進
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
の
で
、

変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
・
ご
愛
顧
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
本
展
覧
会
の
開
催
及
び
本
図
録
の
作
成
に
際
し
ま
し
て
、
左
記
の
方
々
、
機
関
の
ご
指
導
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
ご
芳
名
を
記
し
深
く
感
謝
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
十
音
順
・
敬
称
略
）
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世
田
谷
最
古
の
石
器
文
化
―
『
石
斧
』
を
中
心
に

　

現
在
認
知
さ
れ
て
い
る
日
本
最
古
の
石
器
文
化
は
、
今
か
ら
お
よ
そ
三
五
〇
〇
〇
年

前
の
も
の
で
あ
る
。
当
時
の
環
境
は
、ご
く
寒
冷
な
最
終
氷
期
（
ヴ
ュ
ル
ム
氷
期
中
頃
）

に
あ
た
り
、
絶
滅
し
た
マ
ン
モ
ス
・
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
・
ヤ
ベ
オ
オ
ツ
ノ
ジ
カ
な
ど
の
大

型
動
物
が
生
息
し
て
い
た
。
南
関
東
地
域
で
は
、
立
川
ロ
ー
ム
層
基
底
部
近
く
の
Ⅹ
層

付
近
か
ら
出
土
す
る
石
器
群
が
、
そ
の
年
代
に
相
当
し
、
こ
れ
ま
で
に
七
〇
ヶ
所
以
上

の
遺
跡
で
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　

世
田
谷
で
は
、
い
ず
れ
も
国
分
寺
崖
線
縁
に
あ
る
嘉
留
多
（
成
城
一
丁
目
）・
堂
ヶ

谷
戸
（
岡
本
一
丁
目
）・
下
山
（
瀬
田
四
丁
目
）・
瀬
田
（
瀬
田
一
丁
目
）
の
四
遺
跡
で

該
期
の
石
器
群
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
遺
跡
で
は
、
剥
片
に
加
工
を
施
し
た

ナ
イ
フ
形
石
器
や
ス
ク
レ
イ
パ
ー
な
ど
の
小
型
の
剥
片
石
器
と
と
も
に
、
礫
そ
の
も
の

を
使
用
し
た
敲
石
や
台
石
、
そ
し
て
石
斧
（
斧
形
石
器
と
も
）
な
ど
の
大
型
石
器
を
伴

う
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
は
、
資
料
に
恵
ま
れ
た
下
山
・
瀬
田
の
二
遺
跡
を
中
心
に
取
り
上
げ
、
特
に

該
期
を
特
徴
づ
け
る
石
斧
製
作
と
石
刃
技
法
に
焦
点
を
当
て
て
、
日
本
列
島
最
古
と
さ

れ
る
石
器
文
化
の
一
端
を
紹
介
す
る
。

 

２　
小
型
石
器

　
　

  

下
山
遺
跡

         

瀬
田
遺
跡

         

嘉
留
多
遺
跡

         

堂
ヶ
谷
戸
遺
跡

         

Ⅹ
層
（
最
古
期
文
化
層
）

　
　

　

左
下
の
み
石
刃
（
②
）、
他
は
ナ
イ

フ
形
石
器
（
①
③
④
⑤
）
と
台
形
様

石
器
（
⑥
⑦
⑧
）、
右
下
石
核
（
⑨
）

１　
小
型
石
器

　

 　

 

下
山
遺
跡

　

 　

 

Ⅹ
層
（
最
古
期
文
化
層
）

　
　

　

左
二
点
削
器
、
中
央
楔
形
石
器
、 

右
錐

状
石
器
、 

①堂ヶ谷戸

⑤下山

③下山

⑥下山

④下山

⑧瀬田

⑦瀬田

②嘉留多 ⑨瀬田

　

最
古
期
の
石
刃
技
法
に
つ
い
て

　

石
刃
技
法
と
は
、元
と
な
る
石
塊
か
ら
、左
右
の
両
側
縁
が
平
行
す
る
縦
長
剥
片
（
石

刃
）
を
効
率
よ
く
連
続
的
に
剥
出
す
る
技
法
で
あ
り
、
後
期
旧
石
器
時
代
に
は
汎
世
界

的
に
見
ら
れ
る
技
法
で
あ
る
（
15
頁
解
説
参
照
）。
こ
れ
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
石
刃
は
、

ナ
イ
フ
形
石
器
や
ス
ク
レ
イ
パ
ー
な
ど
小
型
石
器
の
主
要
な
素
材
と
な
る
。

　

日
本
最
古
期
の
石
器
群
に
は
、
石
斧
や
台
石
・
敲
石
な
ど
の
大
型
石
器
と
と
も
に
、

小
型
石
器
を
伴
う
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
小
型
石
器
が
、
当
初
か
ら
石

刃
技
法
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
見
解
が
分
か
れ
る
。
世
田
谷
の
例
に

つ
い
て
み
る
と
、
石
器
の
出
土
層
準
で
は
ほ
と
ん
ど
差
異
の
認
め
ら
れ
な
い
下
山
遺
跡

お
よ
び
瀬
田
遺
跡
の
Ⅹ
層
（
最
古
期
文
化
層
）
に
お
い
て
、
前
者
に
は
石
刃
技
法
の
存

在
が
き
わ
め
て
顕
著
に
認
め
ら
れ
る
の
に
対
し
、
後
者
に
は
そ
の
徴
候
を
見
出
せ
な
い

と
い
う
違
い
が
あ
る
。
こ
れ
を
時
期
差
と
見
る
か
、居
住
様
態
の
違
い
と
解
す
る
か
は
、

今
し
ば
ら
く
議
論
の
必
要
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
、
石
刃
技
法
の
存
否
を
め
ぐ
っ
て
、
対
照
的
な
あ
り
方
を
見
せ
る
右
掲
二

遺
跡
を
中
心
に
、
Ⅹ
層
の
石
器
と
剥
片
剥
離
技
術
を
と
り
あ
げ
る
。

　

写
真
①
～
⑤
は
、
石
刃
を
素
材
と
し
た
ナ
イ
フ
形
石
器
と
石
刃
。
⑥
～
⑧
は
、
い
ず

れ
も
台
形
様
石
器
で
、横
長
剥
片
を
素
材
と
し
て
い
る
。
瀬
田
遺
跡
Ⅹ
層
文
化
層
で
は
、

剥
片
剥
離
関
連
の
接
合
資
料
も
多
数
出
土
し
て
い
る
が
、
石
刃
や
石
刃
技
法
の
存
在
を

裏
付
け
る
よ
う
な
資
料
は
確
認
さ
れ
な
い
。
同
遺
跡
の
台
形
様
石
器
（
⑧
）
と
接
合
す

る
石
核
（
⑨
）
の
場
合
も
、
小
型
の
礫
を
素
材
と
し
、
ま
っ
た
く
調
整
を
加
え
る
こ
と

な
く
、
自
然
面
（
礫
面
）
を
打
面
と
し
て
台
形
様
石
器
の
素
材
と
な
っ
た
横
長
剥
片
を

得
て
い
る
。

　
　

Ⅲ

Ⅳa

Ⅳｂ

Ⅴ

Ⅵ

Ⅶ

Ⅸ

Ⅹ

13,000 年前

25,000 年前

35,000 年前

第１黒色帯
（BBⅠ）

姶良丹沢
パミス（AT）

第２黒色帯
上部（BBⅡa）

同下部
（BBⅡb）

層位
（ローム）
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世
田
谷
の
縄
文
土
器

　

都
下
二
三
区
で
最
多
の
遺
跡
数
を
ほ
こ
る
世
田
谷
区
で

は
、
三
〇
〇
ヶ
所
を
超
え
る
遺
跡
の
う
ち
、
そ
の
約
半
数
で

縄
文
時
代
遺
跡
の
存
在
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
草
創
期
・
早

期
・
前
期
・
中
期
・
後
期
・
晩
期
の
六
期
区
分
さ
れ
る
縄
文

時
代
の
中
で
、
草
創
期
と
晩
期
に
あ
っ
て
は
、
い
ま
だ
に
明

確
な
生
活
址
が
発
見
さ
れ
て
い
な
い
が
（
土
器
片
や
石
器
な

ど
の
遺
物
は
見
つ
か
っ
て
い
る
）、
他
の
時
期
に
お
い
て
は
、

複
数
の
住
居
か
ら
な
る
集
落
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　

最
近
で
は
、
平
成
十
七
年
に
行
わ
れ
た
桜
木
遺
跡
（
桜
一

丁
目
）
の
初
の
調
査
で
、
一
挙
に
三
五
〇
軒
以
上
も
の
住
居

跡
が
発
見
さ
れ
、
同
遺
跡
が
、
都
下
最
大
級
の
集
落
遺
跡
と

し
て
話
題
を
集
め
た
の
は
記
憶
に
新
し
い
。　

　

こ
こ
で
は
、
世
田
谷
各
地
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
縄
文
土

器
を
紹
介
す
る
。

16　
鉢
（
口
縁
部
付
近
破
片
）

　
　

  

根
津
山
遺
跡
（
代
田
四
丁
目
）

　
　

  

草
創
期　

隆
線
文
系
土
器

　

草
創
期
に
帰
属
す
る
遺
構
は
ま
だ
区
内
で
見
つ
か
っ
て
い
な
い
が
、
土
器
破

片
だ
け
が
遺
物
包
含
層
（
遺
物
を
含
む
層
）
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
幅
四
㎜
前

後
の
丸
い
ヘ
ラ
状
工
具
を
横
位
に
押
し
引
き
し
、
は
み
出
た
高
さ
一
㎜
、
幅
二

㎜
の
微
隆
線
が
施
文
さ
れ
る
。
器
厚
が
薄
く
、
焼
成
は
良
好
で
あ
る
。
本
例
は
、

ハ
の
字
形
爪
形
文
土
器
に
先
行
す
る
隆
線
文
系
土
器
に
属
す
る
世
田
谷
最
古
の

縄
文
土
器
で
あ
る
。

17　
深
鉢

          

堂
ヶ
谷
戸
遺
跡
（
岡
本
三
丁
目
）

　
　

   

早
期　

野
島
式

　
　

   

口
径
二
四
・
〇
㎝　

現
存
高
二
四
・
五
㎝

　

早
期
後
半
に
な
る
と
、
サ
ル
ボ
ウ
や
ア
カ
ガ
イ
な
ど
の
二
枚
貝
を
用
い
て
貝
殻
条
痕
を
施
す
手
法
が
広

く
行
わ
れ
た
。
本
品
に
は
内
外
面
と
も
貝
殻
条
痕
文
が
施
さ
れ
る
。
口
縁
は
六
単
位
の
波
状
を
呈
し
、
口

唇
部
に
刻
み
を
有
す
る
。
上
半
部
の
文
様
帯
は
、
太
い
隆
起
線
に
よ
っ
て
、
三
分
割
さ
れ
、
中
に
は
や
は

り
隆
起
線
文
に
よ
る
区
画
状
文
が
あ
る
。
胎
土
に
は
砂
粒
を
含
ん
で
い
る
。
胴
部
以
下
を
欠
損
す
る
が
、

本
来
底
部
は
尖
底
な
い
し
は
丸
底
を
呈
す
る
。
炉
穴
出
土
。

断
面
図
お
よ
び
拓
本

（
上
・
写
真
左
、
下
・
同
右
）
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館
蔵
の
板
碑

　

板
碑
は
、
鎌
倉
時
代
前
期
か
ら
造
ら
れ
は
じ
め
、
江
戸
時
代
を
迎
え
る
頃
ま
で
に
ほ
ぼ
消
滅
し
た
石
造
の

供
養
塔
婆
で
あ
る
。
死
者
の
菩
提
を
弔
う
追
善
供
養
、
ま
た
、
願
主
が
生
前
に
死
後
の
冥
福
を
祈
っ
て
行
う

逆
修
供
養
等
の
た
め
造
立
さ
れ
た
が
、
墓
塔
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
全
国
的
に
分
布
し
、
そ

の
石
材
も
区
々
だ
が
、
関
東
で
は
荒
川
上
流
域
（
長
瀞
・
小
川
町
な
ど
）
で
産
す
る
緑
泥
片
岩
を
多
用
し
て

い
る
。
形
状
は
薄
い
板
状
で
、
山
形
の
頂
と
二
条
線
を
有
す
頭
部
、
供
養
対
象
で
あ
る
本
尊
等
の
図
様
や
種

子
（
梵
字
）、
名
号
、
題
目
、
さ
ら
に
は
造
立
願
文
や
偈
、
紀
年
、
法
号
な
ど
を
配
し
た
身
部
、
起
立
の
た

め
台
石
等
に
差
し
込
む
基
部
で
構
成
さ
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
武
蔵
型
板
碑
が
そ
の
典
型
と
さ
れ
る
。
造
立
者
は
、

当
初
僧
侶
や
地
方
豪
族
で
あ
っ
た
が
、
時
代
の
下
降
と
と
も
に
庶
民
階
層
へ
も
広
ま
っ
て
い
っ
た
。

　

世
田
谷
区
で
は
、
区
内
の
出
土
・
伝
世
品
や
亡
失
品
、
他
か
ら
の
移
入
品
を
含
め
る
と
、
こ
れ
ま
で
に

三
〇
〇
基
以
上
の
板
碑
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
当
資
料
館
に
は
、
断
片
状
の
も
の
も
含
め
る
と
、

現
在
一
一
〇
基
を
超
え
る
板
碑
が
収
納
さ
れ
て
い
る
。
大
き
さ
は
、
全
長
一
ｍ
に
満
た
な
い
比
較
的
小
型
の

も
の
が
大
半
を
占
め
、
そ
の
多
く
は
阿
弥
陀
如
来
を
主
尊
と
す
る
種
子
板
碑
で
あ
る
。
中
世
の
遺
物
に
あ
ま

り
恵
ま
れ
て
い
な
い
世
田
谷
に
あ
っ
て
、
板
碑
は
、
地
域
の
動
静
や
人
々
の
信
仰
の
形
な
ど
、
こ
の
時
期
の

貴
重
な
情
報
を
我
々
に
提
供
し
て
く
れ
る
資
料
価
値
の
高
い
文
化
遺
産
な
の
で
あ
る
。
な
お
、
区
内
の
板
碑

に
つ
い
て
は
、『
世
田
谷
区
石
造
遺
物
調
査
報
告
書
Ⅰ　

世
田
谷
区
現
存
板
碑
集
成
』（
世
田
谷
区
教
育
委
員

会　

一
九
八
四
）
に
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。

　
【
刻
銘
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
光
明
真
言
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

妙
蓮

　
　

キ
リ
ー
ク
（
蓮
台
・
月
輪
）　

明
徳
二
年 

辛
未 

六
月
廿
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

禅
尼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
光
明
真
言
）

　

も
と
烏
山
念
仏
堂
（
南
烏
山
二
丁
目
）
墓
地
に
置
か
れ
て
あ
っ
た
六
点
の
う
ち
の
一
つ
。

こ
れ
ら
は
、
昭
和
五
、六
年
頃
烏
山
神
社
南
付
近
の
字
泉
澤
寺
か
ら
出
土
し
た
も
の
と
い

う
。
上
部
側
面
な
ど
数
ヶ
所
に
破
損
が
あ
る
も
の
の
、
制
作
当
初
の
形
状
は
よ
く
と
ど

め
て
い
る
。
身
部
の
中
央
上
部
に
、
月
輪
を
伴
っ
た
阿
弥
陀
如
来
の
主
尊
種
子
が
蓮
台

上
に
配
さ
れ
て
い
る
が
、
丁
寧
か
つ
整
っ
た
彫
り
で
な
か
な
か
美
し
い
。
そ
の
斜
め
下

方
に
は
光
明
真
言
が
二
行
に
分
け
て
梵
字
で
表
さ
れ
て
い
る
。
真
言
と
は
、
仏
菩
薩
等

が
発
す
偽
り
の
な
い
真
実
の
こ
と
ば
で
あ
り
、長
文
が
陀
羅
尼
（
大
呪
）、短
文
を
真
言
（
小

呪
）と
い
う
。
種
々
あ
る
真
言
の
う
ち
、板
碑
に
は
、光
明
真
言
が
多
く
み
ら
れ
る
。
な
お
、

泉
澤
寺
は
、
延
徳
三
年
（
一
四
九
一
）
に
吉
良
頼
高
の
菩
提
所
と
し
て
創
建
さ
れ
た
と

み
ら
れ
る
寺
院
で
あ
り
、
そ
れ
よ
り
一
世
紀
も
遡
る
紀
年
を
有
す
本
板
碑
は
、
こ
の
地

域
の
歴
史
を
検
討
し
て
い
く
上
で
、
注
意
を
要
す
る
遺
物
の
一
つ
で
あ
る
。

37　
阿
弥
陀
一
尊
種
子
板
碑

明
徳
二
年
（
一
三
九
一
）

緑
泥
片
岩
製

高
九
七
・
五
㎝
×
幅
二
九
・
〇
㎝
×
厚
三
・
五
㎝

39　
大
日
一
尊
種
子
板
碑

弘
安
元
年
（
一
二
七
八
）　

緑
泥
片
岩
製

高
七
七
・
〇
㎝
×
幅
二
二
・
〇
㎝
×
厚
三
・
一
㎝

38　
阿
弥
陀
三
尊
種
子
板
碑

長
禄
二
年
（
一
四
五
八
）　

緑
泥
片
岩
製

高
七
三
・
五
㎝
×
幅
二
三
・
六
㎝
×
厚
二
・
七
㎝　

　
【
刻
銘
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
随
求
真
言
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

サ
（
蓮
台
・
月
輪
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
禄
二
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
随
求
真
言
）

　
　

キ
リ
ー
ク
（
蓮
台
・
月
輪
状
光
明
真
言
）　　
　
　

性
空
禅
門　
　

戊
寅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
随
求
真
言
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

サ
ク
（
蓮
台
・
月
輪
）　　
　
　
　
　
　
　
　

五
月
廿
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
随
求
真
言
）

　

基
部
を
欠
く
が
、
本
体
部
分
は
ほ
ぼ
完
形
で
あ
る
。
阿
弥
陀
如
来
及
び
観
音
・
勢
至

菩
薩
の
三
尊
を
種
子
で
表
す
が
、
主
尊
種
子
（
阿
弥
陀
）
に
は
梵
字
の
光
明
真
言
が
月

輪
状
に
配
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
両
脇
侍
種
子
の
下
方
に
随
求
真
言
（
小
呪
）
を
四
行

に
分
け
て
表
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
区
内
の
他
の
板
碑
中
に
例
が
な
く
珍
し
い
。
本
板

碑
は
、
区
内
成
城
四
丁
目
の
個
人
宅
に
あ
っ
た
も
の
だ
が
、
そ
の
伝
来
は
不
明
。
近
く

の
中
神
明
社
付
近
（
成
城
三
丁
目
）
か
ら
、
か
つ
て
多
数
の
板
碑
が
出
土
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
板
碑
も
そ
の
地
よ
り
出
土
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
の
指
摘
も
あ
る
。

　
【
刻
銘
】

　
　

バ
ン
（
蓮
台
）　　

弘
安
元
年
四
月
日

　

区
内
で
は
珍
し
い
大
日
如
来
の
種
子
一
尊
で
構
成
さ
れ
る
板
碑
（
種
子
の
「
バ
ン
」

は
金
剛
界
大
日
を
示
す
）。
表
面
の
摩
滅
は
や
や
目
立
つ
が
、
ほ
ぼ
完
形
を
保
っ
て
い
る
。

弘
安
元
年
（
一
二
七
八
）
の
紀
年
は
、
い
ま
の
と
こ
ろ
区
内
最
古
と
な
る
。
ま
た
、
堂
ヶ

谷
戸
遺
跡（
岡
本
一
～
三
丁
目
）よ
り
出
土
し
た
こ
と
が
明
ら
か
な
点
で
も
貴
重
で
あ
る
。

主
尊
種
子
の
下
方
に
配
さ
れ
る
年
月
日
の
彫
り
は
、
種
子
や
蓮
台
と
比
べ
粗
野
な
印
象

を
受
け
る
が
、
こ
の
時
期
の
板
碑
に
は
ま
ま
見
ら
れ
る
傾
向
で
あ
る
。
な
お
、
区
内
伝

存
の
板
碑
中
、
鎌
倉
時
代
の
紀
年
を
有
す
も
の
は
三
〇
基
ほ
ど
を
数
え
る
。
ま
た
、
区

内
で
金
剛
界
大
日
種
子
（
バ
ン
）
を
も
つ
板
碑
は
、
貞
治
五
年
（
一
三
六
六
）
銘
大
日

一
尊
種
子
板
碑
（
松
沢
小
学
校
蔵
）
と
大
日
板
碑
断
片
（
伝
乗
寺
蔵
）
の
三
例
が
確
認

さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
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43　
北
条
幻
庵
覚
書

　
　

  （
永
禄
三
年
・
一
五
六
〇
）

　
　

  

縦
二
九
・
三
㎝
×
横
一
五
五
・
二
㎝

　

伊
勢
新
九
郎
（
北
条
早
雲
）
が
小
田
原
に
城
を
構
え
て
以
来
、
徐
々
に
勢

力
を
拡
大
し
、
関
八
州
を
ほ
ぼ
そ
の
手
中
に
収
め
る
こ
と
と
な
っ
た
後
北
条

氏
は
、
世
田
谷
吉
良
氏
が
将
軍
家
足
利
氏
の
一
族
で
あ
る
こ
と
を
重
視
し
、

こ
れ
を
滅
ぼ
す
こ
と
な
く
平
和
的
に
懐
柔
し
よ
う
と
謀
っ
た
。

　

北
条
家
二
代
の
当
主
・
氏
綱
は
、
そ
の
娘
を
、
吉
良
頼
康
の
夫
人
と
し
た
。

頼
康
に
実
子
が
あ
っ
た
こ
と
は
、『
快
元
僧
都
記
』
や
「
旧
泉
沢
寺
蔵
阿
弥

陀
仏
像
札
銘
」
な
ど
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
が
、
成
人
し
な
か
っ
た
た
め
か
、

そ
の
世
継
ぎ
に
は
、
氏
綱
の
も
う
一
人
の
娘
・
崎
姫
（
山
木
大
方
・
高
源
院
）

と
堀
越
貞
基
の
間
に
で
き
た
氏
朝
を
迎
え
た
。
ま
た
、
氏
朝
の
も
と
に
も
、

前
代
に
続
き
、
北
条
家
の
娘
（
鶴
松
院
・
氏
康
の
娘
。
一
説
に
幻
庵
の
娘
と

も
）
が
嫁
い
で
い
る
。

　

幻
庵
は
北
条
早
雲
の
第
三
子
で
、
幼
名
を
菊
寿
丸
、
通
称
を
三
郎
と
い
っ

た
。
幼
く
し
て
箱
根
権
現
別
当
金
剛
王
院
に
入
寺
し
、
は
じ
め
の
僧
名
を
長

綱
と
称
し
た
が
、
の
ち
、
臨
済
宗
風
に
「
幻
庵
宗
哲
」
と
改
め
た
。「
幻
庵
」

が
法
号
で
、「
宗
哲
」
は
法
名
で
あ
る
。

　
「
幻
庵
覚
書
」は
、一
族
の
長
老
・
北
条
幻
庵
が
、吉
良
家
へ
嫁
ぐ
鶴
松
院
に
、

奥
方
と
し
て
の
心
得
な
ど
を
書
き
与
え
た
も
の
で
あ
る
。

　

そ
の
内
容
は
姑
・
夫
な
ど
へ
の
仕
え
方
か
ら
、
婚
礼
の
式
法
、
諸
人
へ
の

対
応
、
日
常
の
た
し
な
み
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
。
書
体
は
女
性
に
宛
て
た

も
の
で
あ
る
た
め
、
平
易
な
仮
名
書
き
文
と
な
っ
て
お
り
、
一
つ
書
き
で

二
十
四
ヶ
条
に
及
ぶ
。
ま
た
、
署
名
も
「
そ
う
哲
」
と
一
字
、
仮
名
書
き
に

し
て
い
る
。
戦
国
時
代
に
お
け
る
東
国
武
士
の
家
庭
生
活
を
さ
ま
ざ
ま
な
方

面
よ
り
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
文
体
が
書
簡
体
で
あ
る
た
め
、
当

時
の
東
国
の
方
言
を
知
る
こ
と
が
で
き
、国
語
資
料
と
し
て
も
貴
重
で
あ
る
。

 　

そ
の
発
給
年
代
に
つ
い
て
は
、
文
末
に
「
十
二
月
十
六
日
」
と
あ
る
の

み
で
、
そ
れ
が
何
年
の
「
十
二
月
十
六
日
」
な
の
か
を
俄
に
判
断
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。

　

し
か
し
、
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）、『
史
学
雑
誌
』
第
十
二
篇
十
二

号
に
藤
岡
継
平
が
「
北
条
幻
庵
覚
書
の
考
」
を
発
表
し
、「
覚
書
」
の
作
成

年
代
を
「
永
禄
五
年
（
一
五
六
二
）」
に
比
定
し
て
以
来
、今
日
に
至
る
ま
で
、

こ
の
「
永
禄
五
年
作
成
説
」
が
学
会
の
通
説
と
な
っ
て
き
た
。
尤
も
、
こ
の

藤
岡
説
は
、
恐
ら
く
誤
り
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
で
は
、
そ
の
根

拠
と
な
る
史
料
を
示
し
、
新
た
な
見
解
を
示
す
こ
と
と
し
た
い
。

（
史
料
１
）

    

深
大
寺
・
満
願
寺
・
泉
沢
寺
・
東
岡
寺
・
大
徳
寺
・
勝
国
寺
・
淨
徳
院
、
左
（
右
）七
ヶ

寺
ハ
如
先
々
一
向
此
分
い
ろ
い
不
可
有
之
候
間
、
為
後
日
態
遣
一
札
候
、
江

戸
・
太
（
大
）
平
・
高
橋
・
周
防
・
中
治
以
下
、
何
事
も
申
か
け
候
者
、
此
状
可
令

見
者
也
、
仍
而
如
件
、

    

永
禄
参
年
庚
申

    　

十
二
月
廿
六
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

頼
康
（
花
押
）

    　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

氏
朝
（
花
押
）

      

東
岡
寺

      　

七
ヶ
寺

　

右
の
史
料
は
永
禄
三
年
（
一
五
六
〇
）
十
二
月
二
十
六
日
に
発
給
さ
れ
た

「
吉
良
頼
康
・
同
氏
朝
連
署
判
物
」
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
吉
良
氏
ゆ
か

り
の
寺
院
七
ヶ
寺
に
対
し
、
旧
来
通
り
の
保
護
を
与
え
る
と
い
う
も
の
で
あ

り
、「
江
戸
・
大
平
・
高
橋
・
周
防
・
中
治
以
下
」
の
者
共
が
非
儀
を
申
し

懸
け
て
き
た
場
合
は
、
こ
の
文
書
を
見
せ
な
さ
い
と
い
っ
た
内
容
に
な
っ
て

い
る
。「
江
戸
」・「
大
平
」・「
高
橋
」・「
周
防
」・「
中
治
（
地
）」
は
、
い
ず

れ
も
、
当
時
、
吉
良
家
臣
団
の
中
枢
に
あ
っ
た
人
た
ち
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
こ
で
、
特
に
注
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
「
高
橋
」
の
存

在
で
あ
る
。
こ
の
「
高
橋
」
は
伊
豆
雲
見
の
豪
族
・
高
橋
郷
左
衛
門
に
比
定

さ
れ
る
。
元
々
彼
は
北
条
氏
の
家
臣
で
あ
っ
た
が
、
鶴
松
院
が
吉
良
氏
朝
に

嫁
し
た
際（
＝
北
条
幻
庵
覚
書
作
成
時
）、供
侍
と
し
て
世
田
谷
に
付
き
添
い
、

以
後
、
そ
の
縁
で
吉
良
家
と
も
深
い
関
わ
り
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
人
物
で
あ
る
。「
覚
書
」
に
は
、

一
お
と
な
し
ゆ
、
き
ん
じ
ゆ
衆
、
御
返
れ
い
の
あ
り
や
う
ハ
、
一
両
日
す
き

　

候
て
、
御
ひ
き
よ
う
い
ち
う
も
ん
そ
へ
、
高
は
し
か
（

郷

左

衛

門

）

う
さ
へ
も
ん
を
御
た

　

の
ミ
候
て
、
つ
か
ハ
さ
れ
候
へ
く
候
、

と
あ
り
、
高
橋
郷
左
衛
門
が
鶴
松
院
の
お
側
近
く
に
仕
え
、
引
出
物
の
差
配

な
ど
を
任
さ
れ
た
様
子
が
知
ら
れ
る
。

　

つ
ま
り
、
高
橋
郷
左
衛
門
が
、
吉
良
家
の
中
で
重
き
を
な
す
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
鶴
松
院
入
嫁
を
契
機
と
す
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
覚
書
」

の
作
成
年
代
は
、
高
橋
郷
左
衛
門
が
吉
良
家
の
重
臣
と
と
も
に
そ
の
名
を
連

ね
る
史
料
１
が
発
給
さ
れ
た
永
禄
三
年
十
二
月
二
十
六
日
以
前
の
こ
と
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、「
覚
書
」
の
作
成
年
代
の
下

限
を
、
永
禄
三
年
十
二
月
二
十
六
日
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

で
は
、
次
に
そ
の
上
限
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

藤
岡
は
、「
覚
書
」
中
に
「
お
た
ハ
ら
二
御
屋
か
た
（
＝
小
田
原
二
御
屋
形
）」

と
い
う
記
載
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
北
条
氏
康
が
隠
居
し
て
家
督
を
氏
政
に

譲
っ
た
と
さ
れ
る
永
禄
三
年
以
後
の
発
給
と
す
る
。
こ
の
年
、
氏
康
は
隠
居

し
て
家
督
を
氏
政
に
譲
り
、
萬
松
軒
と
称
し
た
こ
と
が
『
小
田
原
記
』
な
ど

に
見
え
る
の
で
あ
る
（『
小
田
原
記
』
で
は
氏
康
の
隠
居
を
、
永
禄
三
年
暮

の
こ
と
と
し
、『
関
八
州
古
戦
録
』
で
は
、
同
年
六
月
下
旬
と
し
て
い
る
）。

つ
ま
り
、「
お
た
ハ
ら
二
御
屋
か
た
」
と
い
う
記
載
の
あ
る
「
覚
書
」
の
発

給
年
代
の
上
限
は
、
ど
う
あ
っ
て
も
「
永
禄
三
年
六
月
」
を
遡
る
こ
と
は
な

い
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、「
覚
書
」
に
あ
る
「
十
二
月
十
六
日
」
と
い
う
日
付
は
、

永
禄
三
年
の
十
二
月
十
六
日
に
限
定
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
鶴
松
院
が
入
嫁
し
た
永
禄
三
年
十
二
月
か
ら
翌
四
年
二
月
ま
で

の
間
に
、
吉
良
頼
康
は
、
家
督
を
氏
朝
に
譲
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
左
掲
の

史
料
２
に
「
如
先
代
為
不
入
進
候
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

氏
朝
の
婚
姻
を
機
に
、
頼
康
は
、
家
督
を
譲
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
史
料
２
）

  

知
行
方
之
儀
、
如
先
代
為
不
入
進
候
、
於
公
私
之
内
も
別
而
頼
母
敷
思
召

候
間
、
可
被
守
立
事
、
専
一
候
、
我
々
若
輩
ニ
候
之
間
、
如
此
候
、
粉
骨
尽

就
走
廻
者
、
弥
々
可
引
立
候
、
為
後
日
仍
如
件
、

        

永
禄
四
辛
酉
年

            

二
月
吉
日　

            　
　
　
　
　
　
　
　
　

氏
朝
（
花
押
）

        

江
戸
彦

（

頼

忠

）

五
郎
殿

44
　
伝
・
北
条
幻
庵
作
　
一
節
切

　
　

 

長
三
三
・
四
㎝　

径
二
・
四
㎝

　

北
条
幻
庵
は
、
多
才
な
人
で
、
鞍
、
弓
矢
、
茶
臼
、
一
節
切
な
ど
を
つ
く

る
こ
と
に
長
け
て
い
た
と
い
う
。『
異
本
小
田
原
記
』
に
は
、

此
頃
は
尺
八
を
切
り
給
ふ
事
名
誉
な
り
。
幻
庵
切
の
尺（
八
）
人
と
て
、
一
節

切
の
尺
八
、都
鄙
に
流
浮
し
、禁
中
よ
り
も
御
所
望
あ
り
け
り
。依
之（
こ

れ
に
依
り
）
尺
八
悉
く
は
や
り
、
小
田
原
の
若
侍
共
、
皆
是
を
も
て
あ

そ
ぶ
。

と
あ
る
。

　

本
展
示
品
は
、
幻
庵
夫
妻
の
位
牌
所
・
金
龍
院
（
伊
豆
大
平
）
の
旧
蔵
品

を
幻
庵
の
研
究
者
と
し
て
知
ら
れ
た
故
・
立
木
望
隆
氏
が
知
人
よ
り
譲
り
受

け
た
も
の
。
立
木
氏
に
よ
れ
ば
、
北
条
氏
綱
の
孫
娘
・
香
沼
姫
の
末
裔
山
本

家
に
伝
わ
る
幻
庵
作
の
一
節
切
と
こ
の
笛
が
瓜
二
つ
で
あ
る
と
い
う
。
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①
ま
ん
さ
い
（
万
歳
）

烏
帽
子
に
大
紋
を
着
し
た
太
夫
と
鼓
を
持
っ
た
才

蔵
と
が
、
家
々
を
廻
っ
て
祝
言
を
の
べ
、
滑
稽
な

掛
け
合
い
を
演
じ
る
門
付
芸
。
江
戸
の
正
月
は
三

河
万
歳
の
鼓
の
音
で
明
け
る
と
い
わ
れ
た
程
、
人

気
を
博
し
た
。

②
大
か
く
ら
（
大
神
楽
）

伊
勢
神
宮
に
獅
子
舞
な
ど
の
曲
芸
を
代
理
と
し
て
奉

納
す
る
と
称
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、
代
（
大
）
神
楽
と

呼
ば
れ
た
。
代
神
楽
は
伊
勢
よ
り
生
じ
た
と
さ
れ
る

が
、
尾
張
熱
田
の
太
神
楽
な
ど
も
あ
っ
た
。

③
さ
る
ま
ハ
し
（
猿
廻
し
）

   

猿
に
曲
芸
を
さ
せ
る
大
道
芸
。
縁
起
物
の
一
つ
と

し
て
正
月
に
廻
る
こ
と
が
多
く
、
武
家
で
は
馬
の

病
気
を
防
ぐ
と
い
う
俗
言
を
信
じ
て
厩
で
演
じ
さ

せ
た
り
も
し
た
と
い
う
。

④
大
こ
く
ま
ひ
（
大
黒
舞
）

大
黒
天
の
面
と
頭
巾
を
着
け
た
遊
芸
人
が
打
出
の

小
槌
を
持
ち
、
門
ご
と
に
立
ち
、
祝
い
の
詞
を
述

べ
な
が
ら
舞
う
門
付
芸
。

⑤
は
る
こ
ま
（
春
駒
）

新
春
に
馬
の
飾
り
物
を
身
に
付
け
、
歌
い
舞
う
門

付
芸
。
新
春
に
馬
を
見
る
と
、
年
中
の
厄
を
除
け

る
と
い
う
中
国
の
故
事
に
も
と
づ
き
、
宮
中
で
は
、

古
く
か
ら
白あ
お
う
ま
の
せ
ち
え

馬
節
会
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
春

駒
は
民
間
で
こ
れ
を
模
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。

⑥
つ
ぢ
だ
ん
ぎ
（
辻
談
義
）

も
と
も
と
、僧
侶
が
、往
来
で
平
易
に
仏
の
道
を
説
き
、

喜
捨
を
受
け
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
真
似
、
僧

形
で
滑
稽
談
義
を
語
り
、
投
げ
銭
を
得
る
も
の
が
現

れ
た
。
大
傘
を
さ
す
の
が
当
時
の
決
ま
り
で
あ
っ
た
。

⑦
お
と
り
ね
ん
ふ
つ
（
踊
り
念
仏
）

　
鼓
・
鉦
な
ど
の
拍
子
に
あ
わ
せ
て
念
仏
を
唱
え
な
が
ら
踊
る
も
の
。
空

也
上
人
が
始
め
、
一
遍
上
人
の
時
宗
で
盛
ん
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。

⑧
か
し
ま
お
と
り
（
鹿
島
踊
り
）

　
鹿
島
大
明
神
の
神
人
の
姿
で
歌
い
踊
っ
て
、
米
や
銭
を
も
ら
い
歩
く
門

付
芸
。
本
来
、
鹿
島
神
宮
の
神
人
が
こ
と
触
れ
の
際
に
舞
っ
た
も
の

で
あ
る
が
、
の
ち
、
こ
れ
を
真
似
た
者
が
多
く
現
れ
た
。
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70　
岡
本
黄
石
喜
寿
肖
像
画

明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）

野
口
小
蘋
筆

絹
本
著
色

縦
一
一
二
・
二
㎝
×
横
四
二
・
九
㎝

71　
模
写
「
崋
山
筆
売
茶
翁
肖
像
」

明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）

渡
辺
小
崋
筆

絹
本
著
色

縦
一
一
一
・
六
㎝
×
横
四
三
・
一
㎝

　

黄
石
七
十
七
歳
の
寿
像
。
作
者
は
明
治
画
壇
を
代
表
す
る
閨
秀
画
家
・

野
口
小
蘋
。
岡
本
黄
石
は
小
蘋
の
漢
詩
の
師
で
あ
る
。
署
名
に
あ
る「
親
」

は
小
蘋
の
名
、「
松
邨
」
は
そ
の
旧
姓
。

　
『
黄
石
斎
集
』
第
四
集
下
巻
二
に
は
「（
明
治
九
年
）
立
秋
後
一
日
晩
涼
、

移
榻
於
中
庭
、
小
蘋
女
史
適
至
、
対
座
賦
示
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

が
同
書
に
お
け
る
小
蘋
の
名
の
初
見
で
あ
る
。
こ
の
前
年
の
七
月
、
黄
石

は
維
新
後
は
じ
め
て
上
京
し
、
当
時
麹
町
に
あ
っ
た
日
下
部
鳴
鶴
邸
に
客

居
し
て
い
た
。

　

マ
ク
リ
の
状
態
の
ま
ま
で
宇
津
木
家
に
伝
来
し
た
本
作
品
の
上
部
に
は

広
い
余
白
が
あ
る
。
こ
の
余
白
に
黄
石
自
身
が
賛
を
添
え
、
贈
答
用
に
す

る
つ
も
り
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。『
岡
本
黄
石
略
伝
』
に
は
、

庶
昌
（
清
国
公
使
・
黎
庶
昌
）
ノ
請
ニ
依
リ
野
口
小
蘋
画
ク
所
ノ

肖
像
ニ
自
賛
ヲ
題
シ
テ
之
ヲ
贈
ル
、

と
あ
り
、
本
作
品
以
外
に
も
小
蘋
が
贈
答
用
の
黄
石
肖
像
画
を
描
い
て
い

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

野
口
小
蘋
《
の
ぐ
ち 

し
ょ
う
ひ
ん
》
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
～
大
正

六
年
（
一
九
一
七
）。
徳
島
の
医
師
・
松
村
春
岱
の
娘
と
し
て
大
坂
に
生

ま
れ
た
。
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）、
日
根
野
対
山
の
門
に
入
り
、
画
を

習
う
。
同
三
年
、
京
都
移
住
。
更
に
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
上
京
。
同

六
年
、
官
命
に
よ
り
皇
后
宮
御
寝
殿
の
た
め
の
花
卉
図
を
描
く
。
二
十
二

年
、
華
族
女
学
校
教
授
と
な
っ
た
。
ま
た
、
三
十
七
年
に
は
、
女
性
と
し

て
初
め
て
帝
室
技
芸
員
に
任
官
さ
れ
て
い
る
。

  

天
保
八
年
二
月
、
黄
石
の
実
兄
・
宇
津
木
静
区
（
諱
は
竣
。
通
称
を
矩

之
允
と
い
う
）
が
、
そ
の
師
・
大
塩
平
八
郎
の
意
を
受
け
た
門
弟
た
ち
に

よ
っ
て
殺
害
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
起
き
た
。
齢
わ
ず
か
六
歳
に
し
て
越

前
国
南
条
郡
今
庄
村
へ
養
子
に
遣
ら
れ
た
二
歳
違
い
の
兄
・
静
区
は
、
十

七
歳
の
時
、
期
す
る
と
こ
ろ
あ
っ
て
養
家
を
去
り
、
学
問
の
道
を
志
す
こ

と
と
な
っ
た
。
貧
困
と
苦
学
の
末
、
彼
が
生
涯
の
師
に
選
ん
だ
の
が
大
坂

の
陽
明
学
者
・
大
塩
平
八
郎
で
あ
っ
た
。
静
区
は
、
数
年
間
大
坂
で
学
ん

だ
後
、
長
崎
に
遊
学
し
た
が
、
大
塩
挙
兵
の
前
年
、
長
崎
か
ら
戻
り
、
再

び
師
の
許
に
身
を
寄
せ
て
い
た
。
事
前
に
挙
兵
の
計
画
を
う
ち
明
け
た
と

こ
ろ
、「
日
頃
の
言
動
に
似
合
わ
ぬ
軽
挙
で
あ
る
。」
と
静
区
に
諫
め
ら
れ

た
大
塩
は
、
こ
れ
を
亡
き
者
に
し
よ
う
と
謀
っ
た
の
で
あ
る
。
天
保
八
年

二
月
十
九
日
、
挙
兵
の
日
の
朝
、
大
塩
の
意
を
受
け
た
門
弟
・
大
井
正
一

郎
ら
数
名
の
大
塩
門
弟
た
ち
に
静
区
は
襲
わ
れ
、
二
十
九
歳
の
短
い
人
生

を
終
え
た
。
こ
の
年
五
月
、
渡
辺
崋
山
が
そ
の
門
人
・
福
田
半
香
を
介
し

て
黄
石
に
面
会
を
求
め
て
き
た
。
静
区
危
難
一
件
の
顛
末
を
聴
く
た
め
で

あ
る
。
同
月
、
黄
石
は
そ
の
役
邸
へ
崋
山
を
招
い
た
。
面
談
は
七
ツ
時
よ

り
薄
暮
に
至
っ
た
と
い
う
。
数
日
後
、
崋
山
か
ら
黄
石
の
許
へ
売
茶
翁
図

が
贈
ら
れ
た
。
会
談
中
、
酒
を
一
切
口
に
せ
ず
、
茶
を
啜
っ
て
い
た
黄
石

の
姿
を
見
て
売
茶
翁
を
描
い
て
贈
ろ
う
と
思
い
立
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
崋

山
来
訪
の
翌
月
、
黄
石
は
江
戸
詰
の
任
を
終
え
、
国
許
へ
帰
っ
て
い
る
。

崋
山
が
描
い
た
こ
の
売
茶
翁
図
は
、
の
ち
に
文
人
の
間
で
評
判
と
な
り
、

買
い
取
り
の
申
し
出
が
引
き
も
切
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
黄
石

は
生
涯
こ
の
絵
を
手
放
さ
な
か
っ
た
。
本
模
写
は
、崋
山
の
子
・
小
崋
（
略

歴
は

178
頁
参
照
）
が
明
治
十
七
年
に
国
井
某
の
依
頼
を
受
け
て
描
い
た
も

の
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
の
折
に
黄
石
所
有
の
売
茶
翁
図
を
参
考
の
た
め
借

り
受
け
た
い
旨
認
め
た
小
崋
の
手
紙
が
佐
野
市
歴
史
博
物
館
の
須
永
文
庫

に
遺
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
崋
山
が
画
い
た
原
本
の
方
は
、
黄
石
の
死
後

し
ば
ら
く
同
家
の
蔵
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
（
少
な
く
と
も
大
正
十
二

年
ま
で
同
家
に
あ
っ
た
こ
と
が
宇
津
木
家
文
書
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
て
い

る
）、
の
ち
、
青
森
五
所
川
原
の
豪
商
・
佐
々
木
嘉
太
郎
の
所
持
す
る
と

こ
ろ
と
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
昭
和
十
九
年
の
火
災
で
、
そ
の
収
集
品
の

殆
ど
が
焼
失
し
、
こ
の
時
、
件
の
売
茶
翁
図
も
多
く
の
収
集
品
と
と
も
に

灰
燼
に
帰
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。



135 134館蔵の書画　岡本黄石と周辺の人々

91　
草
書
七
言
絶
句
「
贈
売
茶
翁
」

龍
草
廬
筆

紙
本
墨
書

縦
三
七
・
一
㎝
×
横
三
八
・
二
㎝

90　
草
書
一
行
書
「
春
江
暁
帯
白
雲
流
」

江
戸
時
代

龍
草
廬
筆

紙
本
墨
書

縦
一
三
二
・
〇
㎝
×
横
二
七
・
九
㎝

春
江
暁
帯
白
雲
流

   

草
廬
龍
公
美

【
訓
読
】

春
江 

暁
に
白
雲
を
帯
び
て
流
る

 【
出
典
】

元
・
王
蒙 
七
言
律
詩
「
間
適
」

「
明
樹
遠
浮
青
嶂
出
、
春
江
暁
帯
白
雲
流
」

毘
耶
城
裡
訪
維
摩    

落
日
空
門
鎖
雨
華    

借
問
終
年
何
所
作    

蕭
条
丈
室
独
烹
茶    

　

右
贈
売
茶
翁        

　
　

龍
公
美

【
訓
読
】

毘
耶
城
裡  

維
摩
を
訪
ね

落
日
の
空
門  

雨
華
に
鎖
さ
る

借し
ゃ
も
ん問
す  

終
年  

何
の
作
す
所
ぞ

蕭
条
た
る
丈
室  

独
り
茶
を
烹
る

右
売
茶
翁
に
贈
る

　
　

　

本
作
品
は
、
彦
根
藩
の
儒
臣
を
長
く
勤
め
、
晩
年
を
京
都
の
鴨

川
河
畔
で
過
ご
し
た
龍
草
廬
が
売
茶
翁
高
遊
外
（
一
六
七
五
～

一
七
六
三
）
の
た
め
に
賦
し
て
贈
っ
た
自
作
の
詩
を
流
麗
な
草
書

で
揮
毫
し
た
も
の
で
あ
る
。
売
茶
翁
は
、
黄
檗
宗
の
僧
侶
で
、
我

が
国
煎
茶
道
の
始
祖
と
目
さ
れ
る
人
物
で
あ
る
。
禅
と
茶
道
の
堕

落
を
批
判
し
て
六
十
の
歳
か
ら
京
都
で
茶
を
売
っ
て
暮
ら
し
た
。



165 164館蔵の書画　佐竹永海

佐
竹
永
海
《
さ
た
け 

え
い
か
い
》
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
～
明
治
七
年

（
一
八
七
四
）。
会
津
若
松
北
小
路
町
の
蒔
絵
師
の
家
に
生
ま
れ
た
。
通
称
、

衛
司
。
ま
た
、
雪
村
周
継
の
後
裔
を
称
し
た
の
で
、
字
を
周
村
と
い
い
（
別

名
に
篤
敬
）
名
を
愛
雪
と
い
っ
た
。
号
に
は
、
永
海
の
ほ
か
、
盤
玉
、
雪

梅
、
愛
雪
楼
、
壌
々
斎
、
九
成
堂
・
天
水
な
ど
が
あ
る
。
幼
少
よ
り
絵
を
好

み
、
は
じ
め
、
会
津
若
松
の
町
絵
師
・
萩
原
盤
山
に
師
事
し
、
盤
玉
と
号
し

た
。
二
十
歳
の
頃
、
江
戸
に
出
て
、
谷
文
晁
の
画
塾
・
写
山
楼
に
入
門
。
文

晁
の
も
と
で
研
鑽
を
積
み
、
一
家
を
成
す
に
至
っ
た
。
ま
た
、
天
保
九
年

（
一
八
三
八
）
三
十
六
歳
の
と
き
、
文
晁
の
推
挙
に
よ
り
、
彦
根
藩
の
御
用

絵
師
と
な
っ
た
。
そ
れ
か
ら
十
七
年
後
の
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）、
上
野

寛
永
寺
の
子
院
・
覚

か
く
じ
ょ
う
い
ん

成
院
に
お
い
て
、
得
度
。
こ
の
時
、
同
院
よ
り
法
橋
位

を
授
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、同
五
年
頃
に
は
、法
眼
位
を
得
て
い
る
。

こ
れ
も
、
覚
成
院
か
ら
付
与
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

因
み
に
、
明
治
三
年
（
一
八
九
〇
）
に
は
、
大
場
代
官
屋
敷
内
書
院
違
棚

の
天
袋
の
襖
に
富
士
の
画
を
描
い
て
い
る
。
当
時
の
御
用
絵
師
た
ち
は
、
和

漢
両
様
の
絵
が
描
け
る
こ
と
を
需
め
ら
れ
た
の
で
、
そ
の
い
ず
れ
に
も
巧
み

な
者
に
し
か
、
御
用
は
勤
ま
ら
な
か
っ
た
。
彦
根
藩
の
御
用
を
勤
め
た
永
海

も
、
や
は
り
、
そ
の
多
分
に
洩
れ
ず
、
和
漢
両
様
の
絵
を
能
く
し
た
。

118　
鶉
に
茄
子
図

佐
竹
永
海
筆

絹
本
著
色

縦
六
七
・
二
㎝
×
横
四
九
・
六
㎝

119　
桃
に
寿
帯
鳥
図

佐
竹
永
海
筆

絹
本
著
色

縦
一
三
三
・
二
㎝
×
横
四
一
・
〇
㎝

　

寿
帯
鳥
は
、
体
長
三
〇
㎝
ほ
ど
の
小
禽
で
、
別
名
サ
ン
コ
ウ
チ
ョ
ウ
、
尾

長
ヒ
タ
キ
な
ど
と
い
う
。
美
し
い
羽
の
色
と
長
い
二
本
の
尾
羽
が
特
徴
。

　

同
じ
花
鳥
画
で
も
、
南
蘋
風
の
本
作
品
と
大
和
絵
風
の

118
と
で
は
大
き
く

趣
を
異
に
す
る
。
並
べ
て
見
比
べ
る
の
も
一
興
で
あ
ろ
う
。



207 206館蔵の錦絵・版画

139　
伊
勢
貞
丈
肖
像

江
戸
時
代
後
期
（
天
保
頃
）

渓
斎
英
泉
筆

木
版
多
色
刷

縦
三
八
・
〇
㎝
×
横
二
四
・
六
㎝

142　
参
宮
上
京
道
中
一
覧
双
六

安
政
四
年
（
一
八
五
七
）

歌
川
広
重
筆
・
蔦
屋
吉
蔵
板

木
版
多
色
刷

縦
七
二
・
五
㎝
×
横
七
一
・
五
㎝

141　
江
戸
名
所
一
覧
双
六

歌
川
広
重
（
二
代
）
筆
・
蔦
屋
吉
蔵
板

木
版
多
色
刷

縦
七
二
・
九
㎝
×
横
七
二
・
五
㎝

140　
東
海
道
五
十
三
駅

　
　 

滑
稽
道
中
双
六

作
者
不
詳
・
小
泉
兼
刻

木
版
多
色
刷

縦
五
六
・
二
㎝
×
横
六
九
・
〇
㎝

　

こ
の
画
の
筆
者
・
渓
斎
英
泉
が
浮
世
絵
師
と
し
て
活

動
し
始
め
る
の
は
、
伊
勢
貞
丈
が
他
界
し
た
天
明
四
年

（
一
七
八
四
）
よ
り
三
〇
年
程
降
っ
た
文
化
年
間
で
あ

る
。
本
作
品
は
貞
丈
の
子
孫
が
そ
の
年
忌
追
善
に
際
し
、

家
蔵
の
肖
像
画
を
版
画
に
し
て
法
要
参
列
者
へ
配
る
た

め
、
渓
斎
英
泉
に
注
文
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
作

成
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
貞
丈
の
五
〇
回
忌
に
当
た

る
天
保
四
年
が
有
力
で
あ
ろ
う
。

伊
勢
貞
丈
《
い
せ　

て
い
じ
ょ
う
》
享
保
二
年
（
一
七

一
七
）
～
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）。
江
戸
時
代
を
代

表
す
る
故
実
有
職
家
と
し
て
知
ら
れ
る
。
そ
の
出
自
は

伊
勢
平
氏
で
あ
る
。
伊
勢
氏
は
室
町
時
代
、
幕
府
の
政

所
執
事
を
勤
め
た
家
柄
で
殿
中
の
礼
法
故
実
を
伝
え
て

伊
勢
流
と
称
し
た
。
室
町
幕
府
滅
亡
後
は
伊
勢
氏
も
衰

微
し
た
が
、
寛
永
十
四
年
（
一
六
三
七
）
貞
丈
の
曾
祖

父
・
貞
衡
が
名
家
の
末
裔
と
し
て
幕
府
に
召
し
出
さ
れ

る
。
享
保
十
一
年
（
一
七
二
六
）
に
兄
・
貞
陳
が
夭
逝

し
た
た
め
、
名
家
・
伊
勢
氏
の
絶
え
る
こ
と
を
惜
し
ん

だ
幕
府
が
同
年
貞
丈
に
三
〇
〇
石
の
知
行
地
を
与
え
、

そ
の
名
跡
を
継
が
せ
た
。
天
明
四
年
死
去
。
芝
の
大
養

寺
に
葬
ら
れ
る
。
の
ち
、大
吉
寺（
世
田
谷
一
―
七
―
九
）

に
改
葬
。

渓
斎
英
泉
《
け
い
さ
い　

え
い
せ
ん
》
寛
政
三
年
（
一

七
九
一
）
～
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）。
幼
時
、
画
を
狩

野
白
珪
斎
か
ら
学
び
、
一
時
、
安
房
北
条
藩
に
仕
官
し

た
と
伝
え
ら
れ
る
。
の
ち
、
浮
世
絵
師
を
志
し
て
菊
川

英
山
の
門
人
と
な
る
。
為
永
春
水
・
曲
亭
馬
琴
ら
が
上

梓
し
た
戯
作
本
な
ど
の
挿
絵
を
手
掛
け
、
文
政
年
間
半

ば
頃
に
は
流
行
絵
師
と
な
っ
た
。

　

鍬
形
蕙
斎
の
「
江
戸
一
目
図
」
を
真
似

た
江
戸
市
中
お
よ
び
そ
の
近
郊
の
名
所
案

内
図
を
双
六
仕
立
て
に
し
た
も
の
。
世
田

谷
で
は
、
北
沢
の
牡
丹
園
（
203
頁
参
照
）

が
載
っ
て
い
る
。

　

江
戸
時
代
、
ど
ん
な
村
に
も
必
ず
伊
勢
講
が
あ
っ
た
。

伊
勢
講
と
は
、
伊
勢
へ
行
く
旅
費
を
講
金
と
し
て
積
み

立
て
、
籤
に
当
た
っ
た
者
が
、
代
表
し
て
伊
勢
神
宮
に

参
詣
し
、
霊
験
を
受
け
て
帰
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

代
参
の
者
が
神
宮
に
詣
で
る
際
は
、
必
ず
太
々
神
楽
を

奉
納
す
る
の
で
、
伊
勢
講
の
こ
と
を
太
々
講
と
も
い
っ

た
。


